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石狩市農業総合支援センター概要
設立目的

石狩市における農業の持続的発展のため、就農予定者及び新規就農者のサポート体制構築により、

地域農業の振興と農業経営の安定を図り、農業者、行政、農業団体等、関係機関が一体となって

取り組むことを目的に、『農業総合支援センター』を設立したものです。

・設立　２０００年４月１日

・構成団体　石狩市、石狩市農業委員会、札幌市農業協同組合、北石狩農業協同組合

★石狩市のご紹介
人 口 ： 56,869 人　  総面積 : 72,242ha　※2020 年国勢調査数値
北海道石狩市は、北海道の西部、石狩川の河口に
位置し、石狩湾新港建設により流通関連施設の設
置や企業集積が進み、札幌圏の海の玄関口として
発展しているまちです。
年間を通じて冷涼であり夏は梅雨がないため湿度
が低くて過ごしやすく、また冬期間の気温は零下
１０度以下になることが少ないため、四季を通じ
た寒暖差はそれほど大きくありません。

★石狩市の農業
農家戸数 :   302 戸　農業者数 : 641 人
農地面積 : 3,578ha   ※2020 年農林業センサス数値
農業については、旧石狩地域においては、大消費
地の札幌に隣接する優位性を生かした都市近郊農
業がおこなわれており、馬鈴薯、人参、大根、ブ
ロッコリー等の他、さやえんどう、ミニトマトな
ど多くの品目が栽培されています。
特にミニトマトは『いしかり DE　CHU ！』のブ
ランド名で出荷され、市場から評価されています。
また、地産地消の拠点として、『JA いしかり地物
市場とれのさと』（産地直売所）を設置し、約 10
0 戸の農家が新鮮な野菜を消費者に提供し、消費
者と食と農でつながる交流の場となっています。
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　　　　　・電話やメール等での問い合わせ
　　　         ・北海道新規就農フェア等での相談

　　　　     
　　　　　　　
　　　　・石狩市農業総合支援センターでの面談
　　　　・石狩市内での農業体験（複数回）
               

　　　　毎年１2月に石狩市内で開催する新規就農
　　　　相談会において、翌年４月からの研修申込
　　　　をして頂き、研修受入農家等との面談や
　　　　認定審査会での審査を経て、選考結果を翌
　　　　１月下旬頃にお知らせします。
　　　　 研修生の内定を受けられた方で、対象者に
　　　　は各種助成金等の申請準備を行います

　 　　　
　　　　 【研修１年目】
　　　     ４月から研修カリキュラムに基づき、受入
　　　　農家のもとで研修を行います　
　　　　 ミニトマトに限らず、他の野菜も含めた
                  7 ～８か月間の実地研修に加え、冬期間の
　　　　４～５か月間は簿記研修及び座学研修など
　　　　を行います
　　　　 就農予定地、住宅選定などもこの時期から
　　　　 行っていきます
　　　　【研修２年目】
　　　　 受入農家のもとで基幹作物のミニトマト
　　　　を中心に、実践的な研修を行うとともに、
　　　　就農に向けた準備を進めます　 

           　  約２年間の研修が終了し、認定審査会での
                 研修終了審査を経て、農業委員会の審査が
　　　　行われ、最終的に新規就農認定がされると、
　　　　いよいよ就農です

　　　    ＪＡ正組合員の加入手続き、各部会の加入
　　　　手続き、利用集積の手続などを行います
　　　    また、対象者には各種助成金の申請手続き
　　　　を行います

      
                  

　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　

就　　農

 就農後においても育苗管理や品質管理な
 ど栽培技術を確立するためのフォロー研
 修を行います
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 Be a farmer in Ishikari  r ight  now!


